
2022 年度 卓球部 メンバーインタビュー 

 

佐藤 祐人（体育 3 年/主将） 

米田 彩乃（体育 2 年） 

三浦 裕大（体育 1 年） 

― 私が目指す「卓球」 
 

佐藤 

１人１人がチームの中で置かれた役割や立ち位置をしっかり理解し、やるべきことを確実に実行

していけるチームを目指しています。 

米田 

私は一般入試で入学してきました。女子の先輩方は高い競技成績を残していて、オリンピックの

選考会に出ている人もいます。そういった先輩に少しでも近づけるように、頑張っています。 

三浦 

私たちが目標としているインカレは、個人と団体があります。その中で１人１人が個人での優勝

を目指して日々の練習に取り組んでいます。そして、個が強くなることで団体戦にも良い影響が

出るので、まずは部員の個を強くしていきたいと思っています。 

 



― 筑波大学をどう思っていた？ 

佐藤 

高校生の時は卓球ばかりに注力して頑張っていました。将来教員になりたいと考えていたので、

大学では卓球だけでなく勉強も頑張りたいと思った時に見えてきたのが筑波大学でした。 

 

米田 

卓球が好きで大学でも続けたいと思ってました。多くの進路から比較した時に、筑波大学は一般

入学の選手の入部も受け入れていることが魅力だと感じていました。昔から体育が好きで、大

学でも学びたいと興味があったので筑波大学を志望しました。 

 

三浦 

高校の部活動の監督が筑波大の出身だったことと、筑波大学に進学している高校の先輩が多く

いたので、憧れがありました。将来はトレーナーなどスポーツを支える仕事に就きたいと考えて

います。なので、スポーツバイオメカニクスや身体の仕組みについて学ぶことのできる筑波大学

を志望しました。 

― 今のチームで学んだこと、チームの好きなところ 

佐藤 

筑波大学に来て、多様性を理解できたことは学びだと感じています。今までは卓球を頑張ってい

る人、スポーツを頑張っている人としか関わってこない人生でした。ですが、筑波大学には勉強

や研究を頑張ってる人もいれば、文武両道に勉強もスポーツも打ち込んでる人もいます。その

集団の中で、お互いの長所を認め合って切磋琢磨し卓球をできている今のチームが好きです。 

 

米田 

レベルの高い選手のプレーや技術を間近で見られることが、全てにおいて自分の中で学びにな

っています。その中でアドバイスをもらえたり、想像していたよりも先輩や部員のみんなが優しく

してくれることが好きです。 

 

三浦 

自分は 1 年生ですが先輩方がとても優しく、仲も良いので練習もお願いしやすいと感じていま

す。緊張感と居心地の良い雰囲気のバランスが良く、そこが好きです。 

― これからの目標（直近の目標、人生の目標） 

佐藤 

今は 3 年生で、チームの主将をしています。今年は男女共に団体でインカレ優勝することがで

きなかったので、来年は優勝したいと思っています。卓球部で一緒に頑張っている仲間の中か

ら誰か一人でも個人で全国大会優勝を出させてあげたいです。それをチームとしてバックアップ

したいと思っています。 

卒業後は筑波大学で得た経験を生かして社会のリーダーになりたいです。 

 

米田 

仲間や先輩方に少しでも追いつくために、まずは大会で一勝することが目標です。チームとして

はリーグ戦やインカレでベスト 16 が続いており、上位で戦えていないので、もう一段階、二段階

上位に行けるようにチームとして頑張りたいと思います。 



三浦 

まだ全国大会で日本一になることができていないので、大学 4 年間で大きな大会で優勝するこ

とを目標にしています。その中で、チーム内でも切磋琢磨しあって団体での優勝も獲りたいと思

っています。 

― 未来のチームメイトに一言 

佐藤 

卓球部は、競技だけでなく社会に出てから、これからの人生において生きる経験やスキルを得

られる場です。高い志を持っている人は、筑波大学で良い経験を得られると思います。 

 

米田 

自分が高校生の時に憧れていた強い選手たちが多くいて、引け目を感じてしまうこともあると思

いますが、実際はみんな仲が良く、受け入れてくれています。一緒に練習をしたりアドバイスをく

れたりと、そのような経験はあまりできるものではないと思うので、卓球に対するやる気がある人

を待っています。 

 

三浦 

筑波大学には卓球だけではなくて勉強も頑張っている人、他のスポーツでも上位の成績を収め

ている人がいて、刺激を受けて頑張れる環境があります。スポーツだけではなく人間力など、将

来社会で役立つことを学ぶことができるので、学びを得たい人に来てもらいたいと思います。 



 


